
共通ＩＤ発行申込を終えました。これからこのような大事な書

類を書く機会が増えてきます。今回の手順や緊張感を忘れず、余

裕をもって準備できるようにしましょう。ご家庭でも確認をよろ

しくお願いします。 

中間考査が終わりました。台風19号により、1日日程が

ずれ、さらに被害を受けた生徒もいる中での考査で本来のよ

うに学習に向かう集中力がかけてしまった面があったようで

す。しかし原因はそれだけとはいえない面もあるようです。 

ある日の「日々の課題」から 

～囲碁最年少で7大タイトル初の10代名人になった柴野

さんが、①気持ちを切らさず②10代でいられる時期はもう

少し③勉強をがんばり、囲碁を楽しめている④負けを恐れな

くなった⑤今後も満足せず～それを受けて各自目標を書きま

した。あとは実行するのみ！ 

安島浩 
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１８生 年次通信 

11月の行事予定 
 

1日（金）～8日（金）学校へ行こう週間 

1日（金）ＰＴＡ街頭登校あいさつ運動 

1日（金）芸術鑑賞教室 

「ＫＩＮＪＲＯ」 

2日（土）進研総合学力テスト 5教科 

7日（木）奨学金等進学資金ガイダンス 

14日（木）大学模擬授業 

21日（木）～28日（木） 

学習時間量調査⇒29日（金）提出 

23日（土）学校開放日 

24日（日）学校開放日 

26日（水）～25日（金）期末考査 

 

 

 

10月 30日（水）前日の寒い雨模様が嘘のように晴れ、 

「光洋杯～秋の陣～」が開催されました。今回は生徒の 

アンケートをもとに、生徒会や体育委員会で練りに練って、 

午前中は球技、午後は「ハリケーン」や「チャンス走」など 

楽しい体育祭となりました。リレーでは 1位１８D2位１８Cと 

１・２フィニッシュを決め、大いに盛り上がりました。 

今後もチームワークよく１８生の力を倍増させよう！ 

左は「アカデミア」と言ってギリシアでも古い学校の授業の様子です。机も黒板もなし

です。こうして、立ち歩きながら議論し意見を出し合い「真実に近づく」ことが学問だっ

たのです。欧米の大学入試はこの伝統を引き継ぎ、答えを出すことが難しいテーマについ

て論理的に議論を展開できるかを問うてきます。（例）2019 年フランスのバカロレア（日

本のセンター入試にあたる）の問題。４時間の論述：問１「時間から逃れることは可能か？」

問 2「芸術作品を解釈することは何になるのか？」皆さん、答えることができますか？ 

また、古代ギリシアでは広場に集まって演説をして、直接民主主義をやってましたので、

ディベートと近いのですが、意見の主張・討論・議論の力を問われるのも欧米の入試（人

材登用制度）の特徴です。日本の入試もこうした影響を受けて変化しようとしています。

付け焼刃の「面接技術」や「暗記」では太刀打ちできない入試が今後増えてくる予感・・・。

真剣に自分と向き合い、将来何をしたいのかを自分の言葉で明確に表現できることがます

ます大切になってくるでしょう。            18B副担任 安島 浩 

 


